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東電福島原発事故

東電福島原発事故では、大量の放射性物質が環境に放出されました。

チェルノブイリ事故ではヨウ素131（半減期8日）による小児甲状腺がんの

増加が明らかになり、早い時期に環境中の放射性物質の沈着状況の

調査が必要でした。全国の研究者は文科省のプロジェクトに協力し、

詳細な汚染状況のマップを完成させました。この調査の概略を

お話ししたいと思います。

さらに、この結果を用いると、汚染区域に居住する方々の

長期の放射線被ばくを推定することができます。この評価から

放射線によるリスクを評価し、放射線リスクを、汚染の無い地域での

日常生活におけるリスクと比較してどの程度であれば安全な範囲だと考え

られるか、ということを議論したいと思います。


